
３ 広報まえばし

第
十
回
萩
原
朔
太
郎
賞
を
受
賞
し

た
作
品
と
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

□
受
賞
作
の
あ
ら
ま
し

詩
集
に
は
十
一
編
の
詩
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
表
題
作
は
二
十
七
ペ
ー

ジ
も
の
大
作
。
選
考
委
員
代
表
の
天

沢
退
二
郎
さ
ん
は
「
長
年
の
詩
作
の

到
達
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
突

き
抜
け
た
新
し
い
境
地
を
切
り
開
い

て
い
る
」
と
話
し
、「
充
実
し
た
候
補

作
品
の
中
で
も
抜
き
ん
で
て
優
れ
て

い
た
」
と
選
考
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

□
入
沢
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

昭
和
六
年
十
一
月
三
日
、
島
根
県

松
江
市
生
ま
れ
。
東
京
大
仏
文
科
卒
、

同
大
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
出
版

社
勤
務
、
明
治
学
院
大
、
東
京
工
大
を

経
て
明
治
大
教
授
と
な
り
、
今
年
三

月
定
年
退
職
。
専
門
は
仏
文
学
で『
ネ

ル
ヴ
ァ
ル
全
集
』
の
翻
訳
な
ど
、
多

く
の
翻
訳
・
論
文
が
あ
り
ま
す
。

大
学
時
代
か
ら
詩
作
を
始
め
『
倖

せ
そ
れ
と
も
不
倖
せ
』
を
昭
和
三
十

年
に
刊
行
。
受
賞
作
品
は
二
十
冊
目

の
詩
集
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
宮
澤

賢
治
の
詩
作
研
究
で
も
有
名
。

こ
れ
ま
で
Ｈ
氏
賞
、読
売
文
学
賞
、

高
見
順
文
学
賞
、藤
村
記
念
歴
程
賞
、

現
代
詩
花
椿
賞
、
毎
日
芸
術
賞
、
宮

澤
賢
治
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

□
受
賞
の
言
葉

受
賞
し
た
入
沢
さ
ん
の
喜
び
の
言

葉
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
偉
大
な
詩
人
萩
原
朔
太
郎
の
名

を
冠
し
た
賞
を
い
た
だ
く
の
は
、
非

常
に
光
栄
で
、
主
催
者
、
協
力
・
協

賛
者
、
選
考
委
員
、
そ
し
て
そ
の
他

の
関
係
者
各
位
に
、
心
か
ら
の
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
日

ご
ろ
、
詩
作
の
上
で
、
か
な
り
わ
が

ま
ま
で
孤
独
な
試
行
を
重
ね
て
き
た

わ
た
し
に
と
っ
て
、
こ
の
賞
は
、
じ

つ
に
大
き
な
励
ま
し
で
あ
り
ま
す
」。

第
十
回
萩
原
朔
太
郎
賞
の
贈
呈
式

と
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、
前
橋
文
学
館

で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
贈
呈
式
は

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

□
贈
呈
式

日
時
＝
10
月
27
日
�
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
六
十
人
（
抽
選
）

内
容
＝
選
考
経
過
の
説
明
や
賞
の
贈

呈
　
申
し
込
み
＝
10
月
15
日
�
（
必

着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・「
贈
呈
式
参
加
希

望
」
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
│
０
０

２
２
前
橋
市
千
代
田
町
三
丁
目
一
二

│
一
〇
・
前
橋
文
学
館
へ

□
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
＝
10
月
27
日
�
午
後
２
時
40
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
百
三
十
人
　
内

容
＝
入
沢
康
夫
さ
ん
の
記
念
講
演
、

萩
原
朔
太
郎
の
詩
の
朗
読
な
ど
　
申

し
込
み
＝
当
日
会
場
へ
直
接

作
品
紹
介
や
受
賞
の
喜
び 

こ
の
賞
は
市
制
施
行
百
周
年

を
記
念
し
創
設
さ
れ
、
市
と「
萩

原
朔
太
郎
賞
の
会
」
が
主
催
。

日
本
近
代
詩
史
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
萩
原
朔
太
郎
の
業
績

を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
、
最
も

優
れ
た
文
学
作
品
に
贈
ら
れ
ま

す
。
市
民
文
化
向
上
を
目
指
し
、

本
市
か
ら
文
化
を
発
信
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
歴
代
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

第
１
回
＝
谷
川
俊
太
郎
　
第
２

回
＝
清
水
哲
男
　
第
３
回
＝
吉

原
幸
子
　
第
４
回
＝

征
夫
　

第
５
回
＝
渋
沢
孝
輔
　
第
６
回

＝
財
部
鳥
子
　
第
７
回
＝
安
藤

元
雄
　
第
８
回
＝
江
代
充
　
第

９
回
＝
町
田
康

賞の贈呈式
や

記念イベント
10月27日・文学館で

入沢さんの入沢さんの
第10回

受賞者の入沢康夫さん 受賞者の入沢康夫さん 


